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研究要旨 
近年は、梅毒の流行が深刻な状況となっており、若い女性の中での増加も大きな問題となっている。

このことは、現代の日本においても、HIV 感染と同じ性感染症の急増する環境が、今も潜在的に存

在していることを示している。その一方で、女性が従事する性産業の形態は、時代とともに急速に複

雑化・多様化しており、一般市民の性サービスに対する意識や行動も大きく変化してきている。また、

MSM(Men who have Sex with Men)やトランスジェンダーが従事する性産業の実態や、外国人によ

る性産業の利用状況などについても、十分に把握されていないというのが現状である。したがって、

潜在するハイリスク層の実態調査を行い、より感染リスクの高い対象者への受検勧奨と予防啓発を行

うことが、我が国の HIV 感染症を含む性感染症対策における喫緊の課題となっている。 
性産業に従事する女性 384 名の実態調査では、副業として CSW 以外の仕事をもっている女性が増

えており、性感染症の危険性が高い性的サービスも多い中で、正しい知識を得る機会は少ないことが

明確となり、今後の性感染症知識普及・受検勧奨のための研修会開催等の必要性が示唆される結果と

なった。 
MSM・トランスジェンダーにおける研究では、1. 都内 MSM 向け性産業事業者のリスト化と性産

業従事者数の概算、２．A 型肝炎流行に関する情報発信への協力依頼をきっかけとした関係づくり、

３. MSM-SW の置かれている状況のインタビュー調査による把握、という３つの調査を実施した。

さらに MSM における A 型肝炎流行への対策を行い、アンケート調査によってその効果を評価して、

MSM へ向けた性感染流行の迅速な啓発方法の検討も行った。 
地域一般住民の性サービスに関わる実態調査では、幅広い年齢層と業種の男性が勤務する企業を選

定し、自記式無記名質問紙による調査を実施した。596 名のアンケート結果では、お金のやり取りを

伴う性交渉経験率は 36％であり、派遣型の性風俗利用が店舗型の利用を上回っていた。能動的な性

感染症検査の受検は少ないことが明らかとなり、日常生活、または職域での日常生活の中で、HIV
や性感染症に関する情報提供、予防啓発が重要であることが示唆された。 
クリニックを対象とした研究では、１．産婦人科医療機関における CSW 受診行動と梅毒検査の実

施状況、２．産婦人科医療機関における非 CSW の STI 希望受診と梅毒検査の実施状況、３．受検者

からの STI チェック希望項目、４．梅毒陽性者数、などの調査が行われている。 
これらの多角的な調査によって、時代とともに変化してきた現代の性産業の実態が把握され、その

問題点や課題が抽出されてきている。そして、自治体の担当者とも連携した研究計画によって、現代

の性産業の多様性や複雑性に合った、より有効な啓発法の検討も行っている。本研究の成果は、今後

の HIV を含む性感染症への対策において、より実効性をもった事業としても機能するような、新た

な受検勧奨法の開発につながることが期待される。 
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A.研究目的 
我が国の HIV 感染症においては、性行為によ

る感染が多くを占めているが、その流行の中心は

MSM(Men who have Sex with Men)であり、日

本人女性の感染者数は現時点では決して多くは

ない。しかしその一方で、近年起こっている梅毒

の流行では、20 歳代を中心とした女性の増加が問

題となっており、HIV 感染症と同じ性感染症の急

増するハイリスク層が、今でも女性の中に潜在的

に存在していることを改めて示している。従って、

性産業における実態調査を行い、リスクの高い対

象者への受検勧奨と予防啓発を行うことが喫緊

の課題となっている。 
しかし、女性が従事する性産業は、SNS(Social 

Networking Service)等の普及とともに多様化し、

一般市民の性サービスに対する意識や行動も変

化してきている。そして、性産業への従事者の中

にも、複数の形態の店舗に従事する女性、他職を

もちながら性産業と関わる女性、あるいはアルバ

イトとして性産業に関わる学生や主婦など、従来

の受検勧奨の届かない対象者も増えている。 
また、MSM やトランスジェンダーが従事する

性産業の実態や、外国人による性産業の利用状況

などについても、十分に把握されていないという

のが現状である。更に平成30年に入ってからは、

東京を中心とした MSM において、性行為による

A 型肝炎の流行が大きな問題となっている。従っ

て、このような対象者における、現代の性感染症

の背景となる現場の実態調査と、より効果的な啓

発方法の開発も重要な課題である。 
本研究では、性産業に関わる事業者と従事者の

調査によって、多様化・複雑化している性産業の

実態を明らかにする。更に、地域一般住民の調査

も加えることで、現代の性産業における現状を、

より多角的な実態調査によって把握する。そして、

時代と共に変化してきている性産業の実態を明

らかにし、その多様性・複雑性に合った新たな啓

発・受検勧奨法の立案を目指す。  
 

B.研究方法 
本研究班においては以下の分担研究が計画さ

れている。性産業従事者に直接関わる分担研究で

は、従業者をサポートする当事者グループ、セク

シャルマイノリティーに関わる NPO の代表者、

文化人類学者、行政の担当者などを協力者とする

研究体制を整えた。 
【研究１】性産業に従事する事業者と女性従業者

の実態調査と受検勧奨（渡會） 
現在、女性が従事する性産業は SNS 等の普及

とともに多様化しており、複数の形態の店舗に従

事する女性、他職をもちながら性産業と関わる女

性、あるいはアルバイトとして性産業に関わる学

生や主婦など、従来の受検勧奨の届かない対象者

が増加している。 
現代の性産業における実態調査を行い、今の時

代に合った受検勧奨と予防啓発法を構築するこ

とを目的とし、CSW へ向けたアンケート調査を

行い、その結果の集計と分析を行う。そして、調

査から得られた情報を検討することで、今の時代

に合った受検勧奨と予防啓発法を構築する。 
また、法的根拠の調査を続行しており、法律上

許可されている行為と性感染症が感染する行為

とを比較し、現代の性産業に関する法律で許され

る行為と性感染症予防があっているのかを検討

する。 
【研究２－①】性産業に従事する MSM とトラン

スジェンダーの実態調査と受検勧奨（砂川、今村） 
本研究においては、従事者・利用経験者への聞

き取りにより、性産業形態の種別化、業種別の特

徴把握、東京都内エリアでの性産業のリスト化な

どの現状調査をまず行う。2 年目からは、インタ

ビュー調査により、HIV や STI の感染リスクと予

防行動、そして、感染不安を抱いた際の受診行動

等について明らかにしていく。その後、3 年目に

は、形態等の分類に基づいて、HIV や STI に関す

る情報を、性産業従事者とその客を含めた性的ネ

ットワークへの流通をはかる。 
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【研究２－②】性産業を利用する MSM の実態調

査と受検勧奨＜東京における A 型肝炎の流行対

策による、MSM へ向けた性感染流行の迅速な啓

発方法の検討>（今村） 
MSM を中心に流行している A 型肝炎に対して、

行政、医療機関、支援団体、コミュニティーセン

ター等の連携によって、性産業利用者を中心とし

た予防啓発を計画・実行して、その評価を行う。

それによって、現代の MSM における性感染症の

流行への、より効果的な啓発方法を検討する。 
【研究３】性感染症クリニックの実態調査と啓発

（川名） 
本年度は、産婦人科クリニックの産婦人科医師

による実態把握のために、都内の全産婦人科医療

機関にアンケートを実施し、１．産婦人科医療機

関における CSW 受診行動と梅毒検査の実施状況、

２．産婦人科医療機関における非 CSW の STI 希
望受診と梅毒検査の実施状況、３．受検者からの

STI チェック希望項目、４．梅毒陽性者数、など

の調査を計画・実施した。 
【研究４】地域一般住民の性サービスに関わる実

態調査と受検勧奨（土屋） 
本研究では、幅広い年齢層と業種の男性が勤務

する企業を選定し、自記式無記名質問紙による横

断調査を実施した。アンケートには、対象者自身

の性行動、金銭の授受を伴う性交渉経験の有無、

HIV 検査受検経験の有無、HIV 検査に関する知識

などを含み、疫学研究者、HIV 臨床の専門家、行

政関係者の 3者がそれぞれの視点でアンケートの

作成および結果の分析に参加する。そして、この

調査結果をもとに、予防啓発・受検勧奨につなが

るような対策の立案、提言および介入を検討する。 
 
（倫理面への配慮） 

従業者への調査では、プライバシーや人権につ

いての十分な配慮、得られた情報の慎重な扱いが

必要とされる。そのため、性産業従事者に直接関

わる分担研究では、従業者をサポートする当事者

グループ、セクシャルマイノリティーに関わる

NPO の代表者、文化人類学者、行政の担当者な

どを協力者とする研究体制を整えた。 
現場の従事者にインタビュー等を行う際には、

特にプライバシーの保護に配慮するとともに、偏

見差別のない接遇に心がける。そして、得られた

情報については、社会的な影響も考慮して慎重に

扱い、対象者への迅速な還元に努める。 
 
C.研究結果 
【研究１】性産業に従事する事業者と女性従業者

の実態調査と受検勧奨 
性産業に従事する女性384名の実態調査を行っ

た。対象者の背景としては 57.1%が CSW 以外の

仕事を持っており、パート等 21.4%、主婦 12.2%
であった。性的サービスの実際では、コンドーム

なしでの膣性交 2.6%・肛門性交 2.3%・フェラチ

オ 88.3%等経験しており、性感染症の危険性が危

惧された。性感染症知識を半数以上が要望してい

るが知識を得る機会がないことが明確となり、今

後の性感染症知識普及・受検勧奨のための研修会

開催等の必要性が示唆される結果となった。 
 
【研究２－①】性産業に従事する MSM とトラン

スジェンダーの実態調査と受検勧奨 
以下の三つの調査をおこなった。1. 都内 MSM

向け性産業事業者のリスト化と性産業従事者数

の概算（インターネット調査）、２．A 型肝炎流

行に関する情報発信への協力依頼をきっかけと

した関係づくり（アクションリサーチ）、３. 
MSM-SW の置かれている状況の把握（インタビ

ュー調査）。 
マッサージ／性行為を男性同性間で提供して

いる都内の事業者は 311 軒確認でき、これらの事

業者で働くセックスワーカー(MAM-SW)の総数

は 2,478 人であった。個人自営の事業者が 65.9%
で、最大の従業者数を抱える事業者の上位三つが、

都内 MSM-SW 数の 15.5%を占めていた。 
インタビュー調査では、SW 経験者 7 人、経営

者 2 人、客 2 人、SW 支援者１人と、様々な立場
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の関係者から協力が得られた。その中で、MSM
向け性産業を利用する客層が、ゲイ／バイセクシ

ュアル男性のネットワークやコミュニティにア

クセスしていない、ハッテン場等にもいかない人

が多いということが明らかになった。支援者への

インタビューから、貧困状態の中で、セックスワ

ークをおこなう MSM-SW が健康リスクにさらさ

れており、かつ最もサポートが必要とされている

ことが語られている。さらに、トランスジェンダ

ーの人たちが、検査や治療にアクセスするハード

ルが高いことも、今回のインタビューで明らかに

なった。 
 
【研究２－②】性産業に従事する MSM とトラン

スジェンダーの実態調査と受検勧奨 
<東京における A 型肝炎の流行対策による、MSM
へ向けた性感染流行の迅速な啓発方法の検討> 

本研究では、東京を中心とした MSM の、A 型

肝炎の流行への緊急対策を行った。本研究では、

A 型肝炎の流行への緊急対策によって、医学的情

報や具体的な感染予防策などを、より迅速にハイ

リスク層へ伝える方法が検討された。そして、コ

ミュニティーセンターなどの支援団体との連携

によって行われた啓発の効果評価のために、ゲ

イ・バイセクシュアル男性向けの GPS 機能付き

出会い系アプリを利用したアンケート調査を実

施した。 
この調査結果によって、MSM の性感染症にお

ける緊急啓発の効果評価や、A 型肝炎のワクチン

接種の実態の把握などの様々な結果が得られた。

これらの結果は、今後の MSM における感染症の

アウトブレイク時の広報立案に役立てることが

できるだろう。さらに、性の健康の増進に必要な

内容の検討にも、つなぐことも期待できると考え

られた。 
 
【研究３】地域一般住民の性サービスに関わる実

態調査と受検勧奨 
幅広い年齢層と業種の男性が勤務する企業を

選定し、自記式無記名質問紙による横断調査を実

施した。596 名の回答者における年齢は平均 44
歳(中央値 46 歳、標準偏差 11.7)であり、40 代が

最も多かった。男性との性交渉経験率は 0.3％、

お金のやり取りを伴う性交渉経験率は 36％、その

中で毎回コンドームを使用していた者の割合は

65.5％であった。派遣型の性風俗利用が店舗型の

利用を上回っていた。HIV 検査の生涯受検率は

3.2％、その他の性感染症の受検率は約 10％であ

ったが、病院や健診の検査に含まれていたことが

受検のきっかけの大半を占めており、能動的な受

検は少ないことが明らかになった。 検査を受け

やすくなるための条件として、夜間休日、即日検

査などの利便性に加え、「日常生活の中で、HIV
や性感染症に関する情報提供の場が増えること」

が回答として挙げられていた。日常生活、または

職域での日常生活の中で、HIV や性感染症に関す

る情報提供、予防啓発が重要であることが示唆さ

れた。 
 
【研究４】性感染症クリニックの実態調査と啓発 

都内産婦人科 866 機関にアンケートを郵送し、

回答数は 1/31時点で 303(回収率 35％)であった。 
2018 年 10-11 月に性産業従事者(以下 CSW)が

受診した施設は 122 施設(40.3%)であった。CSW
受診がある医療機関では、梅毒検査を実施してい

るのが、122 施設中 110(約 90%)施設で、約 10％
の施設では性産業従事者が受診しているにも関

わらず、梅毒検査を実施していなかった。一方、

CSW の受診がない医療機関では、181 施設中

121(約 67％)施設は梅毒検査を実施していなかっ

た。CSW 受診のない医療機関では、梅毒抗体検

査を行っていない施設が約 67%を占め、梅毒抗体

検査への意識が有意に低かった。 
自己申告による非 CSW で、STI チェックを希

望した受検者がいた施設は、187 施設(61.7%)であ

った。非 CSW のため、STI チェック希望があっ

たにもかかわらず、梅毒検査を実施されたのは、

187 施設中 136(約 70％)であり、梅毒検査が STI

10



 

 

チェックの項目に入っていない医療機関が 30%
であった。STI チェック希望の受検者が居ない医

療機関では約 70％が梅毒検査を行っていない。非

CSW の女性に対する STI チェックにおいて、梅

毒抗体検査の未実施率は約 27%であり、CSW に

比して高く、医療機関の意識が低いことが窺えた。 
 
D.考察 

各分担研究者の報告 近年は、梅毒の流行が深

刻な状況となっており、若い女性における報告数

の増加が大きな問題となっている。そして、現代

の日本においても、HIV 感染と同じ性感染症が、

異性間でも急増する環境が明らかとなったこと

で、今後の受検勧奨法についても再検討すること

が求められている。 
その一方で、女性が従事する性産業の形態は急

速に複雑化・多様化しており、一般市民の性サー

ビスに対する意識や行動も大きく変化してきて

いる。したがって、潜在的なハイリスク層への感

染拡大を防ぐためには、早期に実態を把握するた

めの調査を行い、よりリスクの高い対象者への受

検勧奨と予防啓発を行うことが、我が国の HIV
感染症を含む性感染症対策における重要な課題

となっている。 
本研究では、性産業に従事する女性や事業者に

加えて、より感染リスクの高い MSM・トランス

ジェンダーの従業者の調査も行われる。現場で働

いている従業者への調査については、プライバシ

ーや人権についての十分な配慮、得られた情報に

ついての慎重な扱いが必要とされる。そのため、

性産業従事者に直接関わる分担研究では、従業者

をサポートする当事者グループや個人、セクシャ

ルマイノリティーに関わる NPO の代表者、文化

人類学者、行政の担当者などを研究協力者とする

研究体制を構築した。 
性産業に従事する女性 384 名の実態調査では、

副業として CSW 以外の仕事をもっている女性が

増えており、性感染症の危険性が高い性的サービ

スも多い中で、正しい知識を得る機会は少ないこ

とが明確となり、今後の性感染症知識普及・受検

勧奨のための研修会開催等の必要性が示唆され

る結果となった。 
MSM・トランスジェンダーにおける研究では、

1. 都内 MSM 向け性産業事業者のリスト化と性

産業従事者数の概算、２．A 型肝炎流行に関する

情報発信への協力依頼をきっかけとした関係づ

くり、３. MSM-SW の置かれている状況のインタ

ビュー調査による把握、という３つの調査を実施

した。インタビュー調査では、MSM 向け性産業

を利用する客層が、ゲイ／バイセクシュアル男性

のネットワークやコミュニティにアクセスして

いない、ハッテン場等にもいかない人が多いとい

うことが明らかになった。また、貧困状態の中で、

セックスワークをおこなう MSM-SW が健康リス

クにさらされており、かつ最もサポートが必要と

されていることが語られている。さらに、トラン

スジェンダーの人たちが、検査や治療にアクセス

するハードルが高いことも明らかになっている。 
さらにMSMにおけるA型肝炎流行への対策を

行い、アンケート調査によってその効果を評価し

て、MSM へ向けた性感染流行の迅速な啓発方法

の検討も行った。この調査結果によって、今後の

MSM における感染症のアウトブレイク時の広報

立案に役立てることができるだろう。さらに、性

の健康の増進に必要な内容の検討にも、つなぐこ

とも期待できると考えられた。 
地域一般住民の性サービスに関わる実態調査

では、幅広い年齢層と業種の男性が勤務する企業

を選定し、自記式無記名質問紙による調査を実施

した。596 名のアンケート結果では、お金のやり

取りを伴う性交渉経験率は 36％であり、派遣型の

性風俗利用が店舗型の利用を上回っていた。 
能動的な性感染症検査の受検は少ないことが

明らかとなり、日常生活、または職域での日常生

活の中で、HIV や性感染症に関する情報提供、予

防啓発が重要であることが示唆された。 
クリニックを対象とした研究では、１．産婦人

科医療機関における CSW 受診行動と梅毒検査の
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実施状況、２．産婦人科医療機関における非 CSW
の STI 希望受診と梅毒検査の実施状況、３．受検

者からの STI チェック希望項目、４．梅毒陽性者

数、などの調査が行われている。CSW 受診のな

い医療機関では、梅毒抗体検査を行っていない施

設が約 67%を占め、梅毒抗体検査への意識が有意

に低かった。また、非 CSW の女性に対する STI
チェックにおいて、梅毒抗体検査の未実施率は約

27%であり、CSW に比して高く、医療機関の意

識が低いことが窺えた。 
このように、本研究による多角的な調査によっ

て得られた結果によって、時代とともに変化して

きた現代の性産業の実態が把握され、その問題点

や課題が抽出されてきている。本研究によって把

握された情報により、現代における性産業の多様

性や複雑性に合った、今後の性感染症への対策の

提言を目指す。さらに、自治体の担当者とも連携

した研究計画を実行しながら、より実効性をもっ

た事業としても機能するような受検勧奨法の開

発につなげていきたい。 
 
E.結論 

本研究では、性産業に従事する女性の実態調査、

MSM・トランスジェンダーの性産業に関わる従

業者や事業者へのインタビュー調査などが行わ

れている。さらに、幅広い年齢層と業種の男性が

勤務する企業における性サービスに関する調査、

クリニックでの実態調査などもすすめられてい

る。 
これらの多角的な調査によって、現代の性産業

の実態が把握され、その問題点や課題が抽出され

てきている。そして、自治体の担当者とも連携し

た研究計画によって、現代の性産業の多様性や複

雑性に合った、より有効な啓発法の検討も行って

いる。本研究の成果は、今後の HIV を含む性感

染症への対策において、より実効性をもった事業

としても機能するような、新たな受検勧奨法の開

発につながることが期待される。 
 

F.健康危険情報 
なし 
 
G.研究発表等 
各分担研究者の報告内に掲載 
 
H.知的所有権の出願・登録状況（予定を含む） 
①特許取得 
なし 
②実用新案登録 
なし 
③その他 
なし 
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